
日本医史学雑誌 第50巻第4号（2004） 628

｜
、
入
沢
達
吉
の
略
歴

達
吉
は
、
始
め
竜
彦
の
ち
達
吉
。
号
は
雲
荘
、
ま
た
雲
人
と
も
。
慶

応
元
年
（
一
八
六
五
）
一
月
五
日
越
後
南
蒲
原
郡
今
町
に
生
ま
る
。
蘭

方
医
の
父
恭
平
死
去
に
よ
り
上
京
（
明
治
九
年
）
、
叔
父
池
田
謙
斎
宅
に

寄
留
し
、
明
治
十
年
十
二
月
東
京
大
学
医
学
部
予
備
四
級
乙
に
入
学
。

十
三
年
十
二
月
東
京
大
学
医
学
部
予
科
三
等
入
学
、
十
六
年
十
二
月
東

京
大
学
医
学
部
本
科
五
等
入
学
。
明
治
二
十
二
年
一
月
本
科
卒
業
後
ベ

ル
ッ
の
助
手
と
な
る
。
二
十
三
年
三
月
ド
イ
ツ
に
自
費
留
学
。
ス
ト
ラ

ス
ブ
ー
ル
大
学
・
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
内
科
・
神
経
科
・
病
理
学
・
生
理

化
学
な
ど
を
学
び
、
二
十
七
年
帰
朝
。
｜
時
、
宮
内
省
侍
医
局
に
勤
務

す
る
が
退
職
し
、
日
本
橋
に
診
療
所
を
開
く
。
二
十
八
年
医
科
大
学
助

教
授
、
三
十
年
東
京
市
養
育
院
医
長
、
市
立
駒
込
病
院
医
長
、
本
所
病

院
医
長
と
な
る
。
三
十
二
年
医
学
博
士
、
三
十
四
年
東
京
帝
国
大
学
教

授
と
な
り
、
内
科
を
担
当
。
三
十
五
年
入
沢
内
科
新
設
。
三
十
八
年
永

楽
病
院
院
長
、
四
十
二
年
内
科
学
会
会
頭
と
な
る
。

大
正
九
年
宮
内
省
御
用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
正
天
皇
を
拝
診
。
十
年

池
田
文
書
の
研
究
（
二
十
五
）

入
沢
達
吉
の
書
簡
に
つ
い
て

池
川
文
苦
研
究
会

東
京
帝
国
大
学
付
属
医
院
長
、
四
月
医
学
部
長
と
な
る
。
結
核
学
会
会

頭
、
中
央
衛
生
会
委
員
、
十
三
年
侍
医
頭
、
東
京
医
学
会
会
頭
を
歴
任
。

十
四
年
停
年
退
官
。
昭
和
二
年
勲
一
等
・
正
三
位
。
九
年
日
本
医
学
会

会
頭
と
な
る
。
十
三
年
十
一
月
八
日
没
、
享
年
七
十
四
歳
。

大
正
天
皇
の
侍
医
と
し
て
世
に
知
ら
れ
、
ま
た
門
下
か
ら
は
次
代
を

担
う
臨
床
医
家
を
多
数
飛
出
し
、
医
学
教
育
家
と
し
て
も
名
が
高
い
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
三
代
に
わ
た
る
著
明
な
内
科
医
と
し
て
働
く
か

た
わ
ら
日
支
文
化
交
流
事
業
（
同
仁
会
病
院
の
設
立
）
、
日
独
文
化
交
流

事
業
（
日
独
協
会
理
事
長
）
に
尽
く
す
。

（
参
考
文
献
「
楓
荻
集
」
・
「
日
本
医
事
新
報
」
恥
八
九
六
、
二
○
八
四
．

「
入
沢
達
吉
先
生
年
譜
」
入
沢
内
科
同
窓
会
刊
）

達
吉
か
ら
叔
父
謙
斎
及
び
そ
の
家
族
に
宛
て
た
書
簡
は
合
計
三
十
七

通
で
殆
ど
が
身
内
と
し
て
の
通
信
で
あ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
色
彩
の
濃

い
も
の
が
多
い
。
し
か
し
強
い
て
分
け
る
と
す
れ
ば
次
の
三
期
に
分
け

ら
れ
る
。

Ａ
、
留
学
期
ま
で
（
留
学
先
か
ら
の
も
の
も
含
め
て
）

（
明
治
十
年
～
同
二
十
七
年
）
十
一
通

Ｂ
、
帰
朝
後
、
謙
斎
死
亡
ま
で

（
明
治
二
十
七
年
～
大
正
七
年
）
十
四
通

Ｃ
、
そ
の
他
、
謙
斎
長
男
（
秀
男
）
、
同
嫁
（
房
子
）
、
同
孫
（
真
次

郎
）
に
宛
て
た
も
の
・
そ
の
他

（
大
正
七
年
～
昭
和
十
三
年
）
十
二
通

二
、
達
吉
の
書
簡
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入沢達吉書簡一覧

習簡番 号 発 信 年月日（）内推定発信者受信者 附考

(A)W{学期まで（明治10～27年）

1380明治(9)年9月21日達吉（代）池田叔父

2393明治13年7月24日(封筒消印）達吉池田仙父

3 394明治(1 5)年7月29日達吉池田御伯父

4383明治16年2月13日達吉御母上

5391明治16年8月111(封筒消印）達吉池田謙斎

6417明治17年8月2n達吉池田大叔父

7 410明治(17)年8ﾉ]31日達吉池田御 叔 父

8395明治年7月24日達吉欠

9 1240明治(23)年1月30日達吉御叔父

1(）385明治24年11月14日達吉池、御叔父

1 1 3 9 6 明 治25年2月7日達吉池田御叔父

(B)帰朝後，諏斎死亡まで（明治27年～大正7年）

12386明治（27～28）年8月1()日達吉池田御叔父

131242明治(32～33)年6月13日達吉池田御叔父

14402明治（34）年5月16日達吉池田御叔父

15381明治(35)年月12日達吉池田御叔父

16387明治（35）年3月29日達吉池田御叔父

17390明治36年11月2日(封筒消印)達吉池田御叔父

18379明治年12月7日達吉池田御叔父

1 9350年1月291二I達吉池田

20377年2月12日達者池田御叔父

21382年 1月26日達吉池田御叔父

22378年2月1511達吉池田御叔父

23389年 2月16日達吉池田御叔父

24418明治(39)年1()月13H達吉池田御叔父

達吉上京通知

達吉帰省安着

虎列刺流行

池田家待遇改善要求

達吉伊香保病気静養

達吉病状報告

達吉上京通知

達吉日光滞在

願書（留学か）提出

ストラスブルヒより

ストラスプルヒより

開菜（？）の近況報告

充四郎幼年学校合格

達吉教授就任

秀男縁談整う

別紙捺印

金助町家屋購入

婚儀(氏名不詳)の件

忠者診察依頼

患者診察報告

親戚患者入院の件

親戚患者診察報告

(378の翌日か）

ベルツ・スクリバ銅像拠

金

法会出席通知12 3 9 年9月21日達吉

離斎の家族宛，その他（大正7年～'1召和13年）

416（大正）7年4月19日達吉

411(昭和)1()年4月25日達吉

124311召和11年12月9n達吉

節子池田御叔父５
６
７
８

２
、
ｊ
２
２
２

に

池田秀男

池田真次郎

遠藤参夫

静養の指示

シーボルト展

池田家財産管理依頼紹

介状

縁談（真次郎か）

謙斎遺品

縁談（真次郎か）

縁談（真次郎）

明治天皇御下賜品借用

依頼

葬儀（房子）挨拶

謙斎学位論文借用願

誰斎遺凹凸整理経過報告

芝居に招待

達吉

達吉

達吉

達吉

達吉

(昭和）

(昭和）

(昭和）

(l1召和）

(昭和）

年lﾉ-122B

12年2月25日

12年6月8日

12年7〃29日

12年8jl12日

池田房子

池田房子

池田房子

池FH房子

池田房子

９
０
１
２
３

２
３
３
３
３

二
‘
ひ
Ｔ
ｌ

句
。
ｎ
５
刈
宝
４
４
４
４

１
１
ｎ
６
ワ
】
１
，
４

４
４
へ
』
Ｔ
ｌ
４
４
１
１

(昭和）12年8j-121B

(昭和）12年11月11日

'1召和13年2月11日

(昭和)13年3ナ」16日

達吉

達吉

達吉

達吉

池田真次郎

池田真次郎

池田真次郎

池田真次郎

孝子

４
’
０
６
７

⑨
Ｊ
３
３
３

４４
４
２
５

２
８
１
１

１
３
４
４
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一
書
相
呈
仕
候
、
然
ハ
日
々
増
冷
気
ニ
相
成
り
候
得
共
、
先
以
高
堂
皆
々

様
、
御
揃
弥
御
壮
健
被
遊
御
起
居
、
奉
大
賀
候
、
次
二
私
家
一
統
無
事

消
光
御
座
候
間
、
乍
憧
御
休
胸
可
被
下
候
、
將
御
老
父
様
之
御
荷
物
も

（
マ
マ
）

慥
二
当
着
仕
候
間
、
御
安
心
被
下
度
奉
存
候
、
私
荷
物
も
当
月
廿
三
日
差

出
し
候
間
着
仕
娠
か
、
御
請
取
り
置
被
下
度
、
奉
願
上
候
、
発
足
ノ

義
ハ
、
来
月
着
入
と
預
メ
期
定
仕
候
、
着
仕
候
上
は
、
万
端
御
厄
介
様
二

可
相
成
と
奉
存
候
、
何
れ
着
之
上
、
万
々
奉
申
上
候
、
右
時
候
御
見
舞

秀
申
上
度
、
如
斯
御
座
候
、
恐
々
拝
首

九
月
廿
一
日
入
沢
達
吉代

肉
親
へ
の
文
通
と
い
う
書
簡
の
性
質
上
、
直
接
医
学
界
に
関
係
す
る

記
事
は
少
な
い
が
、
別
の
意
味
で
興
味
深
い
も
の
も
あ
る
。
即
ち
Ａ
の

中
に
は
、
逹
吉
の
母
唯
子
に
宛
て
た
書
簡
（
明
治
十
六
年
）
が
あ
り
大

学
予
科
時
代
の
寄
留
先
で
あ
る
池
田
家
の
待
遇
に
つ
い
て
書
き
送
っ
た

も
の
、
ま
た
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
の
生
活
を
叔
父
に
知
ら
せ
た
も
の

な
ど
は
、
明
治
時
代
の
書
生
生
活
の
内
状
、
留
学
事
情
が
雄
弁
に
語
ら

れ
て
い
る
。
Ｂ
に
は
患
者
の
病
状
報
告
や
礼
状
が
多
く
、
Ｃ
に
は
縁
談

や
謙
斎
の
遺
品
に
つ
い
て
の
指
示
な
ど
が
あ
る
。

（
斎
藤
美
栄
子
）

三
八
○
入
沢
達
吉
（
代
筆
）
池
田
謙
斎

１
明
治
（
九
）
年
九
月
二
十
一
日

（
封
筒
表
）

東
京
駿
河
台
北
甲
賀
町
九
番
地
池
田
謙
斎
様
玉
机
下
越
後
下
今
町

入
沢
達
吉
拝

（
封
筒
裏
）

七
月
廿
四
日
投
函
（
（
一
消
印
、
今
町
七
・
二
五
束
京
一
三
・
七
・
二
八
）

別
紙
御
序
之
節
浅
岡
様
へ
御
届
け
被
下
度
候

拝
啓
陳
は
小
生
義
過
日
六
日
町
よ
り
鄙
翰
拝
呈
仕
候
通
り
、
当
日
同
駅

よ
り
川
船
に
て
長
岡
迄
下
り
、
翌
廿
一
日
当
地
へ
安
着
仕
候
問
、
此
段

乍
慮
外
御
休
意
被
下
度
候
、
且
帰
省
之
節
は
種
々
御
土
産
物
頂
戴
仕
、

誠
に
難
有
奉
存
候
、
母
よ
り
も
宜
敷
申
旨
候
、
先
は
御
礼
迄
、
早
々
不

目
一
〈

七
月
廿
四
日
入
沢
達
吉
拝

２
明
治
十
三
年
七
月
二
十
四
日

三
九
三
入
沢
達
吉
池
田
謙
斎

（
一
）
達
吉
初
上
京
の
明
治
九
年
十
月
の
直
前
か
。

池
田
御
叔
父
様

尚
々
、
時
候
柄
折
角
御
厭
い
自
愛
御
専
一
方
奉
存
候
、
乍
末
筆
御

隠
居
様
初
皆
々
様
、
宜
敷
御
伝
声
、
奉
希
上
候
也

（
斎
藤
）
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伝
言
索
之
度
、
偏
二
奉
懇
願
候
、

七
月
廿
九
日
入
沢
達
吉拝

（
マ
マ
）

池
田
御
伯
父
様研

右

時
下
酷
暑
之
候
、
益
御
清
栄
奉
賀
候
、
陳
は
小
生
、
帰
宅
後
早
速
展
墓
、

秀
新
潟
へ
出
港
致
居
、
両
三
日
前
、
梢
ク
帰
宅
仕
候
、
籾
、
去
ル
廿
四

日
御
認
之
御
書
状
、
昨
日
到
着
、
正
二
拝
見
難
有
奉
感
侃
候
、
承
レ
バ

（
一
）

御
地
に
は
、
表
列
刺
病
大
流
行
之
由
、
皆
々
様
御
養
生
専
一
に
奉
祈
候
、

此
度
ハ
又
、
一
ノ
木
戸
御
伯
母
様
御
麺
法
被
遊
候
段
、
御
愁
歎
之
至
り
と

奉
愚
察
候
、
乍
末
筆
御
老
母
様
、
御
伯
母
様
始
め
皆
々
様
へ
、
宜
し
く
御

伝
言
有
之
度
、
偏
二
奉
懇
願
候
、
早
々
不
宣

３
明
治
（
十
五
）
年
七
月
二
十
九
日

三
九
四
入
沢
達
吉
池
田
謙
斎

（
一
）
浅
岡
…
…
浅
岡
清
、
達
吉
の
母
・
唯
の
弟
。
横
浜
の
浅
岡
清
旦
の
養

嗣
子
と
な
る
。

（
斉
藤
）

（
マ
マ
）

池
田
伯
父
様玉

几
下

（
マ
マ
）

尚
々
乍
末
筆
御
隠
居
様
伯
母
様
始
メ
皆
々
様
へ
宜
敷
御
鳳
声
被
下

度
奉
懇
願
候
也

（
別
乖
）

本
人
二
此
状
御
無
用

（
一
）

先
月
廿
五
日
、
御
手
紙
正
二
拝
見
、
難
有
奉
存
候
、
陳
は
新
潟
竹
山
様
、

４
明
治
十
六
年
二
月
十
三
日

三
八
三
入
沢
達
吉
入
沢
唯
子

二
）
虎
列
刺
病
大
流
行
…
…
明
治
一
○
、
一
二
、
一
五
、
二
三
、
二
八
年

に
全
国
に
流
行
。

（
二
）
一
ノ
木
戸
御
伯
母
様
…
…
行
田
八
重
、
明
治
十
五
年
七
月
十
六
日

死
亡
（
達
吉
の
予
科
二
等
の
時
）
・

（
三
）
伯
母
八
重
と
コ
レ
ラ
流
行
の
記
事
に
よ
り
明
治
十
五
年
と
推
定
で

き
る
。

（
四
）
敏
：
…
謙
斎
の
長
女
・
敏
子
。

再
申
上
候
、
一
ノ
木
戸
お
八
重
様
御
事
、
遂
に
御
果
被
成
、
如
何

様
御
愁
傷
ト
奉
存
候
、
然
し
御
母
上
様
御
事
ハ
、
最
早
御
あ
き
ら

チ
カ
う

め
被
遊
候
故
、
別
条
御
力
を
と
し
も
無
之
、
御
案
じ
被
下
問
敷
候
、

（
四
）

籾
又
、
敏
事
、
色
々
頂
戴
物
致
し
候
と
の
事
、
同
人
よ
り
悦
ビ
遣

し
、
毎
度
御
心
付
被
下
、
か
へ
す
ノ
、
喜
ビ
居
候
、
味
噌
漬
ハ
余

り
日
数
相
掛
り
、
味
ヒ
ノ
程
如
何
と
案
じ
申
居
候
、
時
節
が
ら
御

養
生
専
一
に
奉
祈
候
、
恐
入
り
候
へ
共
、
御
隠
居
様
御
始
メ
皆
々

様
へ
、
万
々
御
礼
御
伝
へ
被
下
度
く
奉
願
上
候

（
斎
藤
）
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（
一
一
）
（
’
一
一
）

同
祐
彦
様
、
去
月
廿
八
日
御
ち
や
く
候
、
当
時
ハ
御
両
人
共
、
浅
岡
様
に

御
出
被
成
候
、
祐
彦
様
ハ
今
月
は
じ
め
よ
り
、
私
共
さ
う
だ
ん
之
上
、

ド
イ
ツ
両
轡
ト
コ
ロ
ツ
ウ
チ
カ

独
乙
学
校
卜
申
す
処
へ
通
学
被
成
候
、
然
し
是
は
近
等
内
二
入
ジ
ク
致

す
つ
も
り
に
て
御
座
候
、
私
下
宿
之
事
、
其
後
度
々
新
潟
叔
父
様
へ
御
さ

う
だ
ん
申
し
、
池
田
様
へ
御
ね
が
ひ
申
候
へ
共
、
御
ゆ
る
し
な
く
、
誠

シ
ヨ
ク
カ
ク

メ
シ

に
困
り
入
申
候
、
此
節
ハ
池
田
に
居
り
て
も
食
客
生
ト
ー
シ
ョ
ニ
飯
ヲ

ド

た
べ
候
故
、
三
度
々
々
ノ
た
べ
も
の
ひ
じ
や
う
に
あ
し
く
、
今
ま
で
よ

力
ア
サ

き
も
の
を
た
く
し
私
に
は
誠
に
な
ん
ぎ
、
且
シ
朝
ハ
日
々
八
時
よ
り
け

い
こ
相
始
ま
り
申
候
故
、
七
時
前
に
お
き
申
候
へ
共
、
ご
せ
ん
ハ
と
て

マ
ヘ
ア
サ

も
で
き
不
申
候
故
、
毎
朝
々
々
ひ
や
め
し
の
茶
づ
け
に
た
く
は
ん
に
で

ご
ぜ
ん
を
た
べ
、
学
校
へ
ま
え
り
候
へ
共
、
大
て
い
ま
へ
あ
さ
の
や
う

ジ
カ
ン

ヲ
リ

に
時
間
に
お
く
れ
申
候
、
右
ハ
お
ち
や
の
わ
く
ま
で
ま
ち
居
、
又
学
校

迄
ハ
池
田
よ
り
い
そ
い
で
も
三
十
分
ハ
相
か
ら
り
申
候
故
二
御
座
候
、

し
る

ナ
ク

池
田
へ
ま
い
り
て
よ
り
、
汁
ヲ
た
く
し
ハ
日
曜
卜
休
日
之
外
に
は
無
レ

コ
レ
ム
カ
シ
カ
ン
ガ
ヘ
（
マ
マ
）

岬
ｒ
モ

之
候
、
昔
ノ
事
ヲ
考
へ
候
へ
（
、
よ
ろ
し
く
候
へ
共
、
今
時
私
共
学

セ
イ
ト

カ

校
之
生
徒
に
て
、
か
く
の
ご
と
き
も
の
を
た
べ
ル
人
ハ
無
之
、
且
ッ
あ

０
ト
テ
ソ
シ
ヨ
ク

さ
か
ら
ば
ん
迄
あ
た
ま
を
っ
か
ふ
人
が
、
注
モ
粗
食
致
し
居
り
て
ハ
、

カ
ラ
ダ

体
が
っ
Ｆ
き
不
申
候
、
池
田
に
て
ハ
ひ
る
ハ
、
に
し
め
か
さ
か
な
な
り
、

然
し
こ
れ
も
、
私
ハ
、
日
々
べ
ん
と
う
を
、
モ
チ
行
キ
申
候
故
、
ひ
る

ヨ
ル

ハ
お
ら
す
、
タ
ハ
、
日
々
た
く
は
ん
ば
か
り
な
り
、
其
外
第
一
こ
ま
る

卜
・
テ

ハ
、
内
が
さ
わ
が
し
く
候
故
、
連
モ
し
ん
み
り
と
か
ん
が
ひ
も
の
等
ハ

ジ
ク
セ
イ

で
き
ず
、
塾
生
ハ
不
べ
ん
き
や
う
、
よ
る
ハ
こ
と
に
さ
わ
が
し
く
、
実

》
ン
ケ
〆

二
困
り
申
候
、
其
他
池
田
に
て
ハ
奥
ハ
「
ラ
ン
プ
」
な
れ
共
、
塾
ハ
ー

セ
ッ

キ
ン

コ
マ
ヤ
ウ
シ
ヨ
ヨ
ル
ト
テ

切
ラ
ン
プ
を
禁
じ
お
か
れ
候
故
、
細
か
き
洋
書
ハ
夜
ハ
連
モ
よ
め
ず
、

困
り
入
り
申
候
、
右
之
事
ハ
、
け
し
て
う
そ
で
な
く
、
し
ん
じ
っ
之
事

（
六
）
ワ
カ

に
て
御
座
候
、
敏
子
に
御
き
員
あ
わ
せ
に
て
も
相
分
り
申
候
、
右
之
事
、

竹
山
様
へ
そ
う
だ
ん
致
し
候
処
、
同
人
ハ
せ
う
ち
被
成
候
や
う
す
な
れ

号
、
）

共
、
た
べ
も
の
壁
事
な
ど
ハ
、
池
田
様
ヘ
ハ
申
上
に
く
き
、
や
う
す
、
又

右
之
事
、
池
田
様
ハ
た
ヌ
わ
た
く
し
ヲ
御
う
た
が
ひ
被
成
居
候
故
、
御

ヲ
ン

ト
テ

ゆ
る
し
な
し
、
其
御
恩
ハ
誠
二
難
有
御
座
候
へ
共
、
此
マ
塁
に
て
ハ
辿

モ
し
け
ん
に
あ
が
る
あ
て
ハ
無
之
、
こ
と
に
五
月
モ
お
い
ノ
ー
、
ち
か
よ

グ
ラ
イ
ホ
ン
ク
ワ
ノ
ポ

リ
、
又
十
一
月
し
け
ん
に
は
、
六
十
人
の
内
三
十
人
位
シ
カ
本
科
二
上

ト
ウ

せ
ず
、
実
二
困
り
申
候
、
右
之
事
等
も
池
田
様
並
二
竹
山
様
へ
御
は
な

ス
コ

し
申
候
へ
共
、
私
の
べ
ん
き
や
う
等
に
は
少
し
も
御
し
ん
ぱ
い
な
き
や

モ
フ
ヒ
ン
コ
ウ

う
す
、
そ
の
わ
け
ハ
、
若
シ
私
不
品
行
に
て
も
致
し
申
候
（
、
池
田
様

等
お
せ
わ
被
成
下
候
か
ほ
に
か
塾
り
申
候
へ
共
、
不
べ
ん
き
や
う
等
に

て
、
ら
く
だ
い
等
、
い
た
す
ト
モ
、
私
ノ
つ
み
に
ば
か
り
、
相
成
候
わ

ナ
ニ
プ
ン
コ
ノ

ト
テ

け
と
、
す
い
さ
っ
、
致
申
候
、
何
分
此
ま
壁
に
て
ハ
、
迎
モ
な
が
く
つ
ヌ

テ

き
不
申
、
事
の
き
ま
ら
ぬ
内
ハ
ベ
ん
き
や
う
モ
手
に
つ
か
ず
困
り
入
申

候
、
ま
だ
さ
き
が
六
年
も
あ
り
、
又
今
年
ハ
中
に
も
む
つ
か
し
き
年
に

イ
チ

て
御
座
候
、
し
か
し
、
お
り
を
み
て
、
な
を
一
と
お
り
、
よ
く
ノ
ー
、
、

イ
ー
フ
イ

お
れ
が
ひ
申
、
つ
も
り
に
て
御
座
候
、
し
か
し
池
田
へ
ま
へ
り
し
以
来

ケ
ッ
セ
キ

モ
、
一
時
間
モ
欠
席
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
ハ
、
つ
と
め
居
申
候
間
へ
御

安
心
被
下
度
候
、
当
地
今
月
二
日
、
七
八
寸
モ
雪
つ
も
り
申
候
、
又
、

イ
ラ
イ

八
日
に
は
当
地
四
十
年
以
来
ノ
大
雪
ト
申
す
事
に
て
、
二
尺
余
モ
っ
も

カ
ゼ

リ
申
候
、
此
日
に
ハ
大
風
雪
に
て
候
へ
共
、
私
ハ
学
校
へ
ま
へ
り
候
処
、

エ
ン
師
ホ
ウ

シ
ヤ

遠
方
よ
り
ま
へ
り
し
ハ
私
一
人
に
て
、
あ
と
ハ
舎
に
居
り
し
人
十
人
ば

ト
ウ

か
り
な
り
し
故
、
当
日
ハ
や
す
み
に
相
居
候
、
如
此
大
雪
ハ
ま
こ
と
二
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め
づ
ら
し
く
御
座
候
、
御
地
ハ
雪
す
ぐ
な
き
、
や
う
す
、
如
何
に
御
座

候
や
、
御
や
う
じ
や
う
専
一
に
奉
祈
候
、
当
地
ハ
か
ん
あ
き
の
さ
む
さ

か
な
り
、
ひ
ど
く
御
座
候
、
何
事
も
後
便
に
ゆ
づ
り
、
早
々
不
一

十
六
年
二
月
十
三
日
夜
東
京
に
て
達
吉
拝

三
九
一
入
沢
達
吉
池
田
謙
斎

へへへへへへへへへ

九八七 六五四三二一
…………ー…ｰ…

５
明
治
十
六
年
八
月
一
日

（
ｔ
）

越
後
今
町
に
て
御
母
上
様

平
介
此
度
ま
へ
り
申
候

（
九
）

○
加
藤
祐
善
子
ち
や
う
へ
い
け
ん
さ
に
て
、

シ
モ
ッ
ケ
シ
ン
シ
ユ
ウ
、
、

下
野
、
信
州
ョ
リ
越
後
ヘ
モ
ま
へ
る
由
に
て
、

に
こ
ら
れ
候

竹
山
…
…
母
の
弟
・
竹
山
屯
。

竹
山
祐
彦
…
．
：
竹
山
屯
の
兄
・
亨
の
二
男
。

浅
岡
・
…
・
・
浅
岡
情
。

独
乙
学
校
…
…
本
郷
台
町
の
私
立
独
乙
学
校
。

新
潟
叔
父
様
：
…
竹
山
屯
。

敏
子
…
…
謙
斎
長
女
・
大
野
敏
子
。

越
後
今
町
…
…
明
治
二
年
～
同
十
九
年
迄
在
住
。

敏
子
…
…
謙
斎
巨

越
後
今
町
…
：
巾

平
介
…
…
未
詳
。

加
藤
祐
善
…
…
十
未
詳
。

ホ
ツ
ソ
ク

本
月
三
日
発
足
、

先
日
い
と
ま
ご
い

（
斎
藤
）

（
封
筒
表
）

東
京
神
田
駿
河
台
北
甲
賀
町
九
番
地
池
田
謙
斎
様

欠口
信
書

（
一
）

上
野
西
群
馬
郡
伊
香
保
温
泉
場
木
暮
八
郎
方
入
沢
達
吉

（
封
筒
裏
）

第
八
月
一
日
投
函
（
消
印
、
上
野
・
群
馬
・
伊
香
保
・
八
、
一
、
東
京
・

ヲ
．
一
六
・
八
・
三
）

酷
暑
之
節
、
益
御
機
嫌
克
被
為
入
、
奉
賀
候
、
陳
は
、
小
生
一
昨
叶
日

午
前
六
時
汽
車
乗
込
み
、
同
八
時
廿
五
分
熊
谷
へ
着
、
同
処
よ
り
大
隈

氏
雇
之
馬
車
に
て
、
午
後
二
時
高
崎
へ
着
、
夫
よ
り
人
力
車
に
て
四
時

出
立
、
柏
木
通
り
よ
り
十
時
半
頃
当
地
へ
到
着
仕
候
間
、
乍
盧
外
御
安

意
被
成
下
度
候
、
同
夜
は
、
大
隈
氏
新
家
へ
一
泊
仕
、
昨
朝
当
処
へ
相

移
り
申
候
、
他
は
左
程
に
て
無
之
由
に
御
座
候
へ
共
、
当
家
は
目
今
、

浴
客
充
満
致
居
申
候
、
渋
谷
太
郎
氏
昨
夜
着
致
さ
れ
、
今
朝
面
会
之
上
、

（
マ
マ
）

金
円
等
相
頼
み
申
候
、
日
々
服
薬
仕
居
、
便
行
も
従
前
之
如
く
二
回
シ
ヅ

（
マ
マ
）

に
て
御
座
候
、
乍
末
筆
、
御
伯
母
様
始
メ
皆
々
様
へ
、
よ
ろ
し
く
御
鳳

声
被
成
下
度
、
奉
願
候
、
早
々
拝
具

八
月
一
日
午
前

（
一
）
木
暮
八
郎
方
：
…
・
伊
香
保
温
泉
の
謙
斎
の
常
宿
。

（
斎
藤
）
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時
下
酷
暑
之
候
、
御
満
堂
様
益
御
清
栄
被
為
入
奉
賀
候
、
陳
は
小
子
義

帰
郷
後
頭
痛
子
今
全
快
不
仕
、
甚
夕
困
却
仕
候
間
、
如
何
手
当
仕
リ
可

然
哉
、
乍
御
手
数
様
其
療
法
御
洩
し
被
成
下
度
候
、
尤
も
書
籍
等
ハ
持

参
仕
候
へ
共
一
切
読
不
申
、
日
々
数
次
冷
水
に
て
頭
を
洗
ひ
且
つ
時
々

下
剤
を
相
用
ひ
申
候
へ
共
、
快
方
に
不
赴
候
間
、
恐
入
候
へ
共
右
よ
ろ

し
く
御
願
申
上
候
、
早
々
頓
首

十
七
年八

月
弐
日
入
沢
達
吉

拝

四
一
○
入
沢
達
吉
池
田
御
叔
父

６
明
治
十
七
年
八
月
二
日

四
一
七
入
沢
達
吉
池
田
大
叔
父

７
明
治
（
十
七
）
年
八
月
三
十
一
日

荷
物
一
包
差
出
置
候
間
、
相
届
き
申
候
は
ゾ
、
乍
御
手
数
様
御
預

り
置
被
下
度
候

池
田
大
叔
父
様･秀一マ

ロマ

下

（
田
中
）

拝
啓
仕
候
、
陳
は
小
生
事
昨
日
午
前
八
時
四
十
分
発
汽
車
に
て
御
地
出

立
仕
り
、
午
後
一
時
半
宇
都
宮
へ
着
任
候
処
、
大
雨
に
て
無
拠
一
泊
仕

り
、
本
日
は
晴
天
に
て
御
座
候
故
、
午
前
六
時
同
処
よ
り
車
相
倣
申
候

処
、
当
地
方
は
先
月
来
連
日
雨
天
而
已
打
続
き
候
由
に
て
、
道
路
殊
之

外
破
損
致
し
為
メ
ニ
昨
今
は
馬
車
モ
相
休
居
候
位
に
て
、
車
夫
モ
ー
人

に
て
は
六
ケ
敷
と
申
候
へ
共
、
泥
中
を
歩
行
致
し
徳
次
郎
駅
迄
参
り
同

拝
啓
、
陳
は
皆
々
様
益
御
機
嫌
被
為
入
奉
賀
候
、
次
に
小
生
も
愈
一
両

日
中
に
当
地
発
足
、
上
京
之
心
得
に
て
御
座
候
、
頭
痛
之
義
も
梢
ャ
相

薄
ら
き
申
候
と
覚
候
処
、
先
日
新
潟
表
に
て
瘻
ヲ
相
煩
ひ
、
其
後
モ
少
々

風
邪
之
気
味
に
て
候
へ
共
、
日
限
切
迫
に
も
相
成
申
候
二
付
、
無
拠
出

立
致
候
間
、
執
し
着
京
之
上
、
又
々
御
厄
介
様
相
願
申
度
候
、
乍
末
筆

御
一
同
様
へ
宜
し
く
御
鳳
声
被
成
下
度
、
奉
願
候
、
母
よ
り
も
万
々
御

礼
申
韮
候
、
早
々
頓
首

八
月
出
一
日
入
沢
達
吉
拝

東
京池

田
御
叔
父
様

玉
案
下

（
斉
藤
）

（
一
）
前
簡
と
の
関
連
す
る
内
容
で
、
明
治
十
七
年
か
。

８
明
治
年
七
月
二
十
四
日

三
九
五
入
沢
達
吉
（
池
田
謙
斎
）
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処
よ
り
別
に
後
押
一
人
を
附
け
申
候
処
、
大
沢
駅
入
口
辺
に
て
車
俄
然

転
覆
仕
候
、
然
し
幸
二
怪
我
モ
無
之
、
唯
泥
に
塗
れ
候
迄
に
て
御
座
候

間
、
乍
悼
御
休
神
成
下
度
候
、
午
後
一
時
よ
り
急
雨
降
り
、
三
時
半
漸

く
当
処
へ
着
仕
候
、
僅
二
九
里
之
処
に
て
九
時
間
余
モ
相
費
や
し
、
誠

に
困
難
仕
り
却
て
徒
歩
之
方
大
キ
ー
よ
る
し
か
り
し
卜
後
悔
仕
候
、
小

子
共
先
づ
当
分
え
内
差
え
滞
在
仕
り
、
追
て
中
禅
寺
又
ハ
湯
本
へ
移
転

可
仕
心
組
に
て
御
座
候
、
先
は
右
申
上
候
迄
、
余
は
讓
後
郵
草
々
頓
首

乍
末
筆
皆
々
様
へ
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
被
成
下
度
奉
願
候
也

七
月
廿
四
日
夜

下
野
国
都
賀
郡
日
光
御
幸
町
古
橋
保
平
方

入
沢
達
吉
拝

（
斉
藤
）

拝
啓
陳
は
、
昨
日
は
結
構
な
る
品
物
頂
戴
、
難
有
奉
拝
謝
候
、
其
後
直

ち
に
学
校
え
参
り
、
三
宅
学
長
に
相
願
候
処
、
制
規
之
害
式
有
之
候
故
、

（
一
）願

書
に
て
差
出
ス
ベ
シ
ト
ノ
事
に
付
、
早
速
其
手
続
に
依
り
且
ツ
ベ
ル

（
一
一
）

シ
、
青
山
両
教
師
之
承
諾
ヲ
モ
経
候
間
、
此
殿
御
承
知
被
下
度
候
、
右

願
書
之
義
は
帝
国
大
学
評
議
官
会
議
ニ
テ
、
許
否
議
定
相
成
候
事
に
御

坐
候
故
、
不
遠
何
分
之
御
沙
汰
有
之
候
半
ト
奉
存
候
、
委
曲
は
拝
眉
之

節
繧
々
申
上
度
、
早
々
頓
首

９
明
治
（
二
十
三
）
年
一
月
三
十
日

一
二
四
○
入
沢
達
吉
池
田
謙
斎

（
十
月
Ⅱ
四
日
）

拝
啓
陳
は
先
月
下
旬
一
書
敬
呈
仕
候
筈
、
御
高
覧
被
成
下
候
事
ト
琴
存

候
、
追
々
寒
気
相
加
申
候
処
、
益
御
清
穆
被
為
入
奉
賀
候
、
籾
て
井
上

勝
之
介
氏
御
夫
婦
愈
来
月
廿
日
頃
帰
朝
之
途
二
被
就
候
趣
に
て
御
坐
候

（
一
一
）

故
、
此
度
小
生
方
申
上
げ
、
秀
男
君
学
資
金
之
義
小
生
え
御
引
渡
シ
相

成
申
候
、
即
チ
如
別
紙
金
弐
千
○
六
拾
九
麻
九
十
九
片
が
現
在
金
に
て

御
座
候
、
此
内
方
洋
服
之
払
ヲ
な
し
、
余
ハ
秀
男
君
之
名
前
ニ
テ
一
昨

日
当
地
之
銀
行
二
相
預
け
申
候
、
秀
男
君
「
ボ
ン
」
方
参
う
し
候
節
ハ
、

衣
服
ハ
ー
ト
通
り
丈
ケ
ニ
テ
（
元
来
奇
麗
ノ
着
物
ヲ
衣
ル
事
大
嫌
ヒ
ノ

由
ニ
テ
「
ボ
ン
」
「
ト
ー
マ
ス
」
ノ
妻
毎
度
小
言
申
居
候
）
候
へ
し
故
、

皿
明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
四
日

三
八
五
入
澤
達
吉
池
田
御
叔
父
様

（
一
一
一
）一

月
世
日
夜

達
吉

御
叔
父
様玉

几
下

（
斉
藤
）

（
一
）
願
書
…
…
達
吉
の
自
筆
留
学
の
願
書
か
。

（
二
）
青
山
：
…
青
山
胤
通
、
帝
国
大
学
医
科
大
学
内
科
学
教
授
、
明
治
三

十
四
年
か
ら
大
正
六
年
ま
で
医
科
大
学
長
。

（
三
）
達
吉
の
留
学
が
明
治
二
十
三
年
三
月
か
ら
同
二
十
七
年
二
月
ま
で

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
直
前
の
明
治
二
十
三
年
一
月
の
書
簡
か
。
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当
地
ニ
テ
夏
物
二
通
、
夏
外
套
其
他
作
ラ
セ
申
候
、
是
レ
ョ
リ
又
夕
冬

物
銚
へ
候
都
合
二
御
坐
候
、
此
度
方
経
済
ハ
都
テ
独
立
二
致
シ
、
即
チ

マ
カ

一
切
秀
男
君
自
身
二
委
セ
申
候
、
是
レ
ニ
テ
モ
大
丈
夫
卜
鑑
定
仕
候
、

○
「
シ
ワ
ル
ベ
」
教
授
（
解
剖
家
）
ハ
従
来
ハ
日
本
人
二
懇
意
ノ
人
ノ

由
二
承
居
候
ガ
、
秀
男
君
ニ
モ
非
常
二
親
切
一
一
致
シ
被
呉
候
由
に
て
御

座
候
、
来
週
ニ
ハ
夜
会
ノ
催
し
ア
ル
由
ニ
テ
、
今
日
秀
男
君
二
招
待
状

ヲ
自
身
ニ
テ
被
渡
候
由
、
依
テ
今
日
衣
服
ヲ
注
文
致
候
事
に
御
坐
候
。

時
間
ノ
都
合
ニ
ョ
リ
此
期
ョ
リ
既
二
「
生
理
学
」
ヲ
モ
聴
講
被
致
候
（
ゴ

ル
ッ
氏
）
ナ
リ
」
故
二
朝
八
時
ョ
リ
夜
七
時
迄
（
午
後
ハ
実
地
解
剖
及

｛
虫
）

講
義
）
ノ
課
業
ア
リ
、
随
分
多
忙
ニ
テ
ロ
ロ
図
ヲ
害
ク
事
等
ハ
得
意
二

テ
「
プ
レ
パ
リ
ー
ル
、
ユ
ー
ブ
ン
グ
」
杯
ハ
手
際
頗
ル
良
ク
、
当
時
大

得
意
ニ
テ
御
坐
候
、
好
キ
ナ
学
科
ハ
イ
ク
ラ
デ
モ
勉
強
致
候
方
な
り
、

先
ヅ
ハ
此
侭
デ
ズ
ッ
ト
参
り
候
ヘ
バ
実
二
大
慶
至
極
ナ
リ
、
器
械
学
理

学
等
思
想
ハ
常
人
ョ
リ
余
程
多
シ
、
是
レ
ガ
充
分
発
達
致
候
へ
ぱ
是
レ

（
四
）

モ
亦
夕
頗
ル
妙
卜
存
候
、
兎
二
角
万
有
学
一
一
ハ
中
々
「
イ
ン
テ
レ
ッ
セ
」

ヲ
顕
シ
候
事
故
御
安
心
被
下
度
候
、
若
シ
少
シ
ニ
テ
モ
人
ニ
ス
グ
レ
タ

ル
処
御
坐
候
へ
ば
、
其
方
二
向
ツ
テ
材
能
ノ
発
達
ヲ
促
シ
候
事
実
二
得

策
卜
奉
存
候
、
「
イ
ン
テ
レ
ッ
セ
」
無
キ
事
は
到
底
充
分
二
出
来
ザ
ル
事

卜
奉
存
候
、
秀
男
解
剖
、
生
理
、
理
化
学
書
、
及
骨
格
、
器
械
等
モ
尽

ク
整
頓
致
シ
申
候

○
「
ボ
ン
」
「
ト
ー
マ
ス
」
ノ
甥
当
地
ニ
テ
志
願
兵
ヲ
勤
メ
（
同
姓
、
医

学
生
）
居
り
候
者
私
共
卜
同
番
地
二
住
居
致
居
申
候
、
又
夕
先
月
方
ト

ー
、
マ
）

－
マ
ス
志
ノ
三
男
（
法
学
生
）
当
地
二
修
学
致
居
リ
時
々
軌
レ
モ
来
往

致
居
申
候
」

（
丘
）

○
数
日
前
「
ウ
ヰ
ル
ヒ
ョ
ウ
」
博
士
ノ
伝
記
一
冊
郵
便
ニ
テ
拝
呈
仕
候

筈
、
御
落
手
被
成
下
候
事
卜
奉
存
候
、
猶
時
事
新
報
ニ
モ
先
日
一
寸
認

め
鎧
シ
申
候
筈

○
次
郎
君
中
学
云
々
之
件
先
日
承
り
申
候
が
、
濱
尾
氏
、
木
下
氏
杯
ノ

演
説
ヲ
新
聞
紙
二
拝
見
仕
候
二
、
今
後
ハ
專
ラ
尋
常
中
学
校
方
高
等
中

学
校
二
生
徒
ヲ
入
れ
候
様
二
致
シ
候
モ
ノ
、
如
ク
候
故
、
次
郎
君
も
東

京
府
尋
常
中
学
校
え
御
入
学
可
然
奉
存
候
、
御
賢
慮
ハ
如
何
二
被
為
在

候
哉
、

○
井
上
氏
ハ
出
立
前
公
私
多
忙
故
、
詳
細
ナ
ル
計
算
書
ヲ
送
ラ
ズ
云
々

卜
小
生
二
申
遣
ハ
サ
レ
候
、
又
タ
以
前
ハ
存
ゼ
ス
候
へ
共
、
小
生
が
受

取
り
候
ョ
リ
ハ
郵
便
為
替
料
等
ハ
其
都
度
井
上
氏
が
支
弁
セ
ラ
レ
候
モ

ノ
ト
相
見
エ
、
計
算
中
ニ
ハ
記
入
無
御
坐
候
間
、
御
含
み
に
迄
右
申
上

候
、○

当
地
ハ
教
師
ハ
皆
ナ
ョ
ロ
シ
ク
御
坐
候
へ
共
、
外
科
丈
ケ
ハ
余
り
感

心
不
仕
候
、
右
リ
ュ
ッ
ヶ
氏
ハ
学
者
ノ
由
二
御
坐
候
へ
共
、
手
術
ハ
エ

ナ
ラ
ズ
、
講
演
も
拙
ノ
様
二
見
受
ケ
申
候
、

（
九
）

○
小
生
来
年
夏
学
期
ハ
如
何
致
ス
可
キ
ャ
未
だ
「
シ
ワ
ン
ヶ
ン
」
致
居

「
フ
ロ
イ
ン
ド
」

申
候
、
此
頃
ハ
時
々
「
「
フ
ロ
イ
ン
ド
ノ
婦
」
人
科
ヲ
聴
キ
ー
参
り
申
候
、

○
其
後
御
容
体
ハ
如
何
被
為
入
候
哉
、
奉
伺
候
、
折
角
御
養
生
専
一
二

奉
祈
上
候
、

○
「
日
本
の
筆
」
乏
シ
ク
相
成
、
両
人
共
不
自
由
仕
居
候
問
、
若
シ
幸

便
モ
候
は
目
真
言
。
状
害
キ
等
数
十
本
御
送
附
奉
願
上
候
、
原
田
氏
ハ

最
早
疾
ク
ニ
出
立
被
致
候
事
卜
奉
存
候
、
先
ハ
右
用
事
而
己
申
上
余
譲

後
便
、
草
々
頓
首
、
乍
末
筆
皆
々
様
え
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
奉
願
上
候
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明
治
廿
四
年

十
一
月
十
四
日
夜
十
二
時
半

日
本
東
京

池
田
御
叔
父
様
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ヒ

入
澤
達
吉

（
八
）

○
日
本
大
地
震
ノ
事
電
報
ニ
テ
承
知
驚
入
申
候
、
東
京
ハ
無
事
ノ

事
卜
奉
存
候

（
田
中
）

（
一
）
井
上
勝
之
介
…
…
井
上
馨
の
養
子
。

（
二
）
秀
男
：
…
謙
斎
の
長
男
、
ド
イ
ツ
留
学
中
。

（
三
）
プ
レ
パ
リ
ー
ル
、
ユ
ー
ブ
リ
ン
グ
…
・
・
甲
号
胃
胃
‐
ご
ｇ
扇
（
独
）

標
本
作
製
。

（
四
）
万
有
学
・
…
：
物
理
学
。

（
五
）
ウ
ヰ
ル
ヒ
ョ
ウ
：
。
…
因
己
○
一
ｍ
く
胃
弓
匡
（
一
八
二
一
～
一
九
二

○
）
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
総
長
。
白
血
病
の
研
究
で
著
名
。

（
六
）
次
郎
…
…
謙
斎
の
次
男
。
安
部
信
順
に
養
子
。

（
七
）
シ
ワ
ン
ケ
ン
…
…
⑳
ｇ
芝
巴
禺
曾
（
独
）
動
揺
す
る
。

（
八
）
口
本
大
地
震
…
…
濃
尾
地
震
。
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
発

生
、
Ｍ
七
・
九
。


